埼玉県中体連野球専門部　公式記録

平成１９年度　学校総合体育大会

最終日（７月２８日・土）　於・さいたま市営・岩槻川通公園球場（やまぶきスタジアム）

準決勝・第１試合　　（草加市立花栗中学校　対　川口市立仲町中学校）
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	川口仲町
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花栗　勝高野—佐久間

仲町　負古谷—山本

長打なし

戦評
３回表　１死から、１番上野が、レフト前に今日２本目のヒット。ボークで１死２塁。２番の３ゴロを弾い

　　　　てしまい、１死２、３塁。ここで３番高野がショート後方に落として先制。

３回裏　１死から９番菅原が内野安打。盗塁で２死２塁のチャンスを作るが、ライトフライを俊足ライトが　　　　

　　　　好捕、ピンチを切り抜けた。

４回裏　仲町の攻撃。２者ＤＢ、送りバントで２死２、３塁。ここで７番畑澤、いい当たりもレフトの守備

　　　　範囲でキャッチ。無得点。

６回表　３番高野、４番佐久間、５番石塚の３連打で無死満塁。ここで６番にＤＢで押し出し。７番三振、　

　　　　８番のセンターフライをセンター内山が好捕！素早い送球でゲッツー。ピンチを最少失点で切り抜

　　　　けた。

７回裏　５番１Ｆ、６番セカンド内野安打。７番６Ｆ、代打・三振でゲームセット。

ともに鍛えられた好チーム同士の接戦を制した花栗中が２年連続の関東大会へ駒を進めた。

準決勝・第２試合　（　三郷市立南中学校　対　和光市立大和中学校　）
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	三郷南
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三 郷 南　　負　宮崎—広木

和光大和　　勝　助川—井口

長打なし

戦評
１回裏、２死から３番井口四球、４番助川レフト前ヒットでチャンスを作るが５番サードゴロ、チェンジ。

２回表　４番岡庭が絶妙のセフティーで出塁、５番広木の時に盗塁を決め、無死２塁。広木四球。

　　　　６番戸井田バント２Ｆ。７番宮崎三振、８番山田の時に、ディレードスチールで１−３塁。カウン

　　　　ト２−３から三振でチェンジ。

５回裏　９番仲山が四球で出塁。１番川崎が三遊間にきれいに流し打ち、無死１、２塁。

　　　　２番野浦の時に、牽制からのエラーで無死２、３塁。野浦スクイズで１点先制。５ゴロで２死後、　　　

　　　　４番助川１Ｆでチェンジ。

６回表　先頭、１番中渡ＤＢ、２番岡野送りバント、１死２塁。３番４ゴロ、２死３塁。

　　　　４番岡庭２−３から、三振。チェンジ。

６回裏　２死１塁から左中間の打球をセンター中渡が、サードへ好返球！　１塁走者をサードで刺した。

７回表　先頭５番広木四球、６番戸井田バントで１死２塁。７番宮崎、２−３から左中間に同点タイムリー。

　　　　８番バントで２死２塁も、大和・助川が踏ん張り２Ｆで切りチェンジ。

７回裏　三郷南・主戦宮崎、走者を背負うものの踏ん張り延長戦に突入。

９回表　１死から５番広木四球、６番進塁打で２死２塁。四球で２死２−３塁。ここで代打。しかし、大和・　　

　　　　助川が三振に切りチェンジ。

サドンデス（無死満塁）に突入。

１０回表　９番薮内センター前ヒット、１番中渡叩き付けて加点、１死２、３塁から２番岡野カウント、

　　　　　２−３から、エンドランも空振り三振、走者もＴＯでチェンジ。

１０回裏　１番川崎、カウント１−２、ショートゴロ、途中から入った佐藤が飛びついて好捕！１点を失う　　

　　　　　もののサード封殺。１死１、２塁。四球で満塁、１塁フライで２死満塁。

　　　　　４番助川のカウント２−３、押し出し四球で満塁。５番細野ショートゴロで、１１回に突入。

１１回表　３番恩田内野フライ、４番岡庭三振、５番広木、右中間に痛打、抜けたか？という打球もライト

　　　　　仲山のスーパープレイ。ダイビングキャッチでチェンジ。

１１回裏　６番金山２−１からスクイズ。投手前に転がり、懸命に宮崎バックホームも及ばず。

延長１１回、激闘を制した和光大和中が関東大会への切符を手にした。

決勝　（　和光市立大和中学校　対　草加市立花栗中学校　）
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大和　　金山、若松、負助川−井口

花栗　　勝本村—佐久間

二塁打　岡村（大和）

戦評
ともに関東を決めたチーム同士の決勝戦。両校準決勝とは違う投手での対戦。

４回裏　３番高野がレフト線にヒット、４番佐久間四球で無死１、２塁の好機。５番石塚が叩いて相手エラ

　　　　ーを誘い、無死満塁。ここで６番遠藤レフトへ高々と犠飛、花栗が先制。さらに６番鶴谷がセンタ

　　　　ー前ヒットで２点目。

４回裏　１死から出塁も、６−４−３のゲッツーでチェンジ。

７回表　先頭・細野がエラーで出塁すると、代打・石山が右中間にヒット、これで無死１−３塁となり、

　　　　代走の盗塁を刺し１死となるが、７番岡村がライト越えの２塁打。２死から代打・渡辺がセンター

　　　　前に同点打。さらに１番川崎四球、２番野浦三振で、７回裏に。

７回裏　この回から登板した助川を攻め、先頭７番鶴谷四球、牽制からのエラーで無死２塁とするが、８番

　　　　６Ｆ、９番三振で２死。

　　　　だが２死から１番上野四球、２番山崎四球、３番高野カウント２−３。

　　　　左中間に鋭い当たりが飛び、これがサヨナラ打となり花栗中、優勝。

